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泰
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ひ
ろ
し
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日曜版　月 800円

久米けいすけ
　前県会議員

山田やすゆき 大西明子藤本ひろし
 
  

大
西
議
員
の
一
般
質
問

　
　

  

山
口
県
と
県
住
宅
供
給
公
社
、
岩
国
市
は
、

国
と
埋
立
用
土
砂
価
格
に
関
す
る
覚
書
と
確

認
書
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

　
確
認
書
は
埋
立
用
土
砂
の
基
準
価
格
は
一

立
米
（
ほ
ぐ
し
た
状
態
）
２
０
０
０
円
と
す

る
。内
訳
は
桟
橋
渡
し
で
１
６
０
０
円
、海
上

運
搬
費
４
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
移
設

事
業
開
始
か
ら
二
〇
〇
二
年
度
ま
で
は
、
販

売
単
価
と
調
達
原
価
は
同
じ
で
１
７
３
０
円

〜
１
８
５
０
円
代
で
推
移
。
と
こ
ろ

が
二
〇
〇
三
年
度
は
販
売
単
価
は
２

２
５
３
円
、
調
達
原
価
は
３
１
４
６

円
で
16
億
６
１
８
５
万
円
の
逆
ザ
ヤ

で
す
。
大
西
議
員
は
土
砂
搬
入
残
量

は
７
３
４
万
４
２
０
０
立
米
あ
り
、

こ
の
ま
ま
単
価
が
変
わ
ら
な
け
れ

ば
、
逆
ザ
ヤ
は
65
億
２
１
６
５
万
円

に
な
り
、
二
〇
〇
三
年
度
と
合
わ
せ

る
と
81
億
８
千
万
円
の
逆
ザ
ヤ
に
な

り
重
大
事
態
に
な
る
。
国
の
事
業
で

あ
る
沖
合
い
移
設
に
必
要
な
土
砂
搬

出
は
生
産
原
価
を
保
障
す
る
の
は
当

然
で
あ
り
、
県
民
・
市
民
に
負
担
を

押
し
付
け
る
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
と
し
て
、
今
後
の
単
価
交
渉
に

つ
い
て
質
問
。

二
〇
〇
三
年
度
の
単
価
交
渉
に
つ
い

て
も
強
力
に
こ
れ
か
ら
も
交
渉
す
る

と
答
弁
。

大
西
議
員
の
そ
の
他
の
一
般
質
問
は

左
記
の
通
り
で
す
。

○
　
庁
舎
建
設
事
業
費
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
関

　
　
連
の
補
助
金
に
つ
い
て

○
　
CH-

53
D
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運

　
　
用
に
当
た
っ
て
の
市
長
の
姿
勢

　
　
に
つ
い
て

○
　
介
護
保
険
制
度
野
見
直
し
に
つ

　
　
い
て

○
　
ク
ロ
ゴ
ケ
グ
モ
の
対
策
に
つ
い

　
　
て

   

七
月
に
開
催
さ
れ
た
地
域
説
明
会

は
市
内
二
四
会
場
、
１
２
７
８
名(

こ

の
内
、
市
会
議
員
１
７
６
名
複
数
参

加)

で
、実
質
１
１
０
０
余
名
の
参
加

者
で
と
て
も
十
分
と
い
え
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。

　
二
月
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る

８
市
町
村
の
地
域
説
明
会
は
、
市
民

に
十
分
な
情
報
を
提
供
し
、場
所
、回

数
を
多
く
す
る
こ
と
。
説
明
会
場
で

は
参
加
者
に
理
解
で
き
る
言
葉
で
説

明
す
る
こ
と
。
又
、
現
在
進
め
ら
れ

て
い
る
合
併
論
議
は
市
民
不
在
で
進

め
ら
れ
て
お
り
、
市
町
村
合
併
と
い

う
岩
国
市
の
将
来
を
決
め
る
重
要
な

問
題
は
「
住
民
投
票
」
で
決
め
る
べ

き
だ
と
質
問
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
七
月
に
開
催
し
た
地
域

説
明
会
の
よ
う
に
二
二
地
区
自
治
会

連
合
会
単
位
で
実
施
す
る
の
は
日
程

的
に
困
難
と
し
、
開
催
日
程
、
場
所

等
に
つ
い
て
は
協
議
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
と
関
連
が
あ
る
の
で
現
在
検
討

中
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
現
状
で
は
、
合
併
自
体
の
是
非
を

云
々
と
い
う
意
見
は
少
な
く
、
合
併

の
必
要
性
は
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い

る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

　
山
田
議
員
の
一
般
質
問

中林よし子
 前衆議院議員
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従
っ
て
住
民
投
票
を
実
施
す
る
必

要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
と
答
弁
し

ま
し
た
。

   

山
田
市
議
は
、地
域
説
明
会
に
、市

長
、
助
役
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
会
場
で
実
施
す

べ
き
で
あ
り
、
市
町
村
合
併
は
岩
国

市
の
将
来
を
決
め
る
き
わ
め
て
重
要

な
問
題
だ
と
再
度
指
摘
し
、
重
ね
て

市
民
の
判
断
を
仰
ぐ
べ
き
だ
と
「
住

民
投
票
」
の
実
施
の
提
案
を
行
い
、

そ
の
実
現
を
求
め
ま
し
た
。

  

そ
の
ほ
か
、
災
害
対
策
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
ア
リ
対
策
、、
社
会
福
祉
協

議
会
の
運
営
に
つ
い
て
質
問
を
行
な

い
ま
し
た
。

　　
藤
本
市
議
は
基
地
、
住
宅
リ
ホ
ー

ム
制
度
、
学
童
保
育
な
ど
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。

　
厚
木
基
地
と
N
L
P
の
岩
国
移
転

が
日
米
政
府
で
協
議
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
こ
の
問
題
が
ソ
連
崩

壊
、
9
・
11
後
の
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦

略
に
基
づ
く
米
軍
の
再
編
で
あ
る
こ

と
。
米
軍
の
司
令
部
機
構
を
日
本
に

持
っ
て
き
て
、
日
本
を
ハ
ブ
基
地
化

す
る
こ
と
。
自
衛
隊
を
本
格
的
に
米

軍
に
組
み
込
み
、
よ
り
実
践
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
を

狙
っ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
岩
国
市
が
重
大
な
決
意
を
持
っ
て

反
対
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
も
公

式
に
要
請
さ
れ
な
い
う
ち
に
文
書
で

関
係
機
関
や
米
軍
に
申
し
入
れ
よ
と

迫
り
ま
し
た
。

　
又
、
基
地
問
題
へ
対
す
る
岩
国
市

と
し
て
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
大
和

市
や
綾
瀬
市
を
市
議
団
で
視
察
・
調

査
し
て
き
た
こ
と
を
紹
介
し
な
が
ら

「
基
地
の
整
理
・
縮
小
、
返
還
」
に
改

め
よ
と
追
及
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
機
能
強
化
・
N
L
P
に
は

反
対
」
と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。

　　

 

藤
本
市
議
は
、
市
民
が
住
宅
を
リ

ホ
ー
ム
す
る
場
合
に
工
事
費
の
５
〜

10
%
（
限
度
額
10
万
円
）
を
助
成
す
る

制
度
を
創
設
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
導
入
に
よ
っ
て
数
百
万

円
か
ら
1
千
万
円
程
度
の
財
源
で
、

数
億
円
の
経
済
効
果
を
挙
げ
る
こ
と

が
出
来
る
。
不
況
に
あ
え
ぐ
中
小
業

者
や
市
民
も
助
か
る
一
石
二
鳥
に
も

三
鳥
に
も
な
る
。
是
非
導
入
を
と
迫

り
ま
し
た
。

   

11
月
12
日
、
経
済
常
任
委
員
会
視
察
の
最
終
日
。

横
須
賀
市
を
行
政
視
察
し
た
際
、
横
須
賀
市
当
局
か
ら

「
中
心
市
街
地
活
性
化
」
に
つ
い
て
の
説
明
の
途
中
、

中
塚
一
廣
、
貴
船
斉
両
議
員
が
退
席
し
ま
し
た
。
こ
の

　
　
　
　

    日
本
共
産
党
市
議
団
は
従
来
か
ら
岩
国
市
に
大
き
な
財
政
負
担
を

強
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
愛
宕
山
開
発
関
連
事
業
は
、
基
地
沖
合

い
施
設
に
連
動
し
た
事
業
で
「
基
地
拡
大
強
化
」
で
当
初
予
算
の
審

議
に
お
い
て
も
こ
の
事
業
の
計
画
は
完
全
に
破
綻
し
て
い
る
と
指
摘
。

事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
ま
ま
し
た
。

　「
基
地
沖
合
い
移
設
対
策
費
」
な
ど
基
地
政
策
は
、
岩
国
市
民
の
平

和
と
安
全
よ
り
米
軍
や
国
の
方
針
が
優
先
さ
れ
て
お
り
反
対
で
す
。

同
和
対
策
推
進
団
体
補
助
金
等
に
つ
い
て
、
岩
国
市
、
部 

設
置
条

例
の
一
部
改
正
す
る
条
例
で
「
同
和
課
」
を
廃
止
し
、
人
権
の
啓
発

及
び
同
和
事
業
と
改
め
た
が
、
内
容
は
旧
態
依
然
。
同
和
行
政
に
関

す
る
事
業
の
廃
止
を
求
め
ま
し
た
。

工
業
用
水
使
用
条
例
に
つ
い
て
、
二
四
九
四
万
二
千
円
が
「
株
式

会
社
ク
レ
シ
ア
」
に
助
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
義
団
は
、「
工
業
用
水
使
用
促
進
条
例
」
は
特
定
の

企
業
を
優
遇
す
る
条
例
と
し
て
当
初
か
ら
反
対
し
て
き
ま
し
た
。

地
方
自
治
体
は
市
民
の
暮
ら
し
や
教
育
、
福
祉
の
充
実
を
図
る
た

め
に
全
力
を
あ
げ
る
べ
き
で
す
。

藤
本
議
員
の
一
般
質
問

点
に
つ
い
て
山
田
議
員
は
委
員
長(

前
野
弘
明)

に

説
明
を
求
め
た
が
委
員
長
は
直
ぐ
に
協
議
会
に
切

り
替
え
る
と
共
に
休
憩
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
再
開
後
、
両
委
員
は
「
自
衛
艦
隊
指
令
部

を
表
敬
訪
問
し
た
」
と
弁
明
、
委
員
長
は
不
手
際
が

あ
っ
た
と
し
、
両
委
員
と
私
は
議
長
か
ら
厳
重
注

意
を
受
け
た
と
陳
謝
し
ま
し
た
。

　
中
塚
、
貴
船
両
議
員
の
行
動
は
、
公
私
混
同
も
は

な
は
だ
し
く
、
こ
れ
を
許
可
し
た
委
員
長
の
責
任

も
重
大
で
す
。

 
 

日
本
共
産
党
市
議
団
と
党
東
部

地
区
委
員
会
は
、
十
二
月
二
十
一

日
に
市
民
要
望
を
ま
と
め
、
05
年

度
の
予
算
に
反
映
す
る
よ
う
岩
国

市
長
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。(

写
真
）


